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猛暑の中、国保料引き下げ署名始まる（7月25日・青葉公園）

市
民
の
利
益
守
り
奮
闘

　

６
月
議
会
で
党
市
議
団
は
、
市
長
提
案
の
23
件
の
議
案
に
対
し
て

賛
成
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
議
案
で
は
、
お
茶
の
凍
霜
害
へ
の
緊
急
対
策
や
、
保
育

所
な
ど
の
市
有
公
共
施
設
の
壁
修
繕
、
保
育
士
給
与
の
公
私
間
格
差

の
是
正
な
ど
が
内
容
で
す
。
ま
た
他
議
案
で
は
、
市
税
・
各
保
険
料

な
ど
の
滞
納
延
滞
金
の
軽
減
、
消
防
救
助
工
作
車
の
購
入
、
清
水
区

で
の
待
機
児
童
園
の
設
置
な
ど
、
い
ず
れ
も
市
民
の
利
益
に
役
立
つ

も
の
で
す
。

　

ま
た
党
議
員
が
総
括
質
問
で
、
家
庭
ご
み
有
料
化
の
考
え
に
つ
い

て
質
し
た
と
こ
ろ
、「
当
面
有
料
化
は
考
え
て
い
な
い
、
ご
み
減
量

の
具
体
策
を
市
民
と
懇
談
す
る
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
３
月
の
市
議
選
で
ご
み
有
料
化
反
対
を
掲
げ
て
党
市
議
団

が
５
人
に
増
え
た
こ
と
で
、
市
当
局
を
追
い
詰
め
て
き
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
（
中
面
参
照
）
。

　

党
市
議
団
は
、
国
政
上
の
重
要
課
題
で
あ
り
市
民
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
切
実
な
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
を
提
案
し

ま
し
た
（
４
面
参
照
）
。

市
長
が
暴
言
「
国
保
は
相
互
扶
助
。

　
　
　
　
　
　
　

わ
が
ま
ま
は
言
わ
な
い
」

　

本
市
の
国
保
料
は
、
Ｈ
24
年
度
政
令
市
で
一
番
高
額
に
跳
ね
上
が

り
、
重
い
負
担
は
深
刻
で
す
。
自
民
党
議
員
か
ら
国
保
問
題
の
認
識

を
問
わ
れ
、
市
長
は
「
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
お
互
い
に
助

け
合
う
、
わ
が
ま
ま
は
言
わ
な
い
、
そ
の
観
点
か
ら
経
営
安
定
を
」

と
答
弁
。

　

し
か
し
、
国
保
法
に
「
社
会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄
与

す
る
」
と
あ
り
、
国
保
法
の
規
定
に
な
い
「
相
互
扶
助
」
を
押
し
付

け
る
の
は
ま
ち
が
い
で
す
。「
国
保
料
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
」
は

わ
が
ま
ま
、
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
国
保
を
め
ぐ

り
、「
自
共
対
決
」
が
鮮
明
に
。

　

9
月
議
会
で
徹
底
し
て
市
長
に
質
し
ま
す
。

　

知
事
選
、
参
院
選
が
相
次
い
で
た
た
か
わ
れ
る
中
で
６
月
市

議
会
が
開
か
れ
、
党
市
議
団
は
５
人
全
員
が
市
政
課
題
で
総
括

質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
国
政
課
題
に
た
い
す
る
意
見
書
の
提

案
を
す
る
な
ど
、
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

2013年8月11日 し ず お か 市 政 新 報 第58号　（4）

　消費税が増税（14年４月から８％、翌年10月から

10％）されようとしています。10％になれば国民への

新たな負担増は13.5兆円に上り、国民生活と日本経済

に破局的な打撃を与えるだけでなく、財政再建にも逆

行することになります。国民は増税に１度も信任を与

えていません。共産党市議団は、消費税増税は中止す

べきであるとする意見書案を提案しました。本会議で

自民、公明、新政会など他会派は、理由も示さず否決

する不当な態度を示しました。

医薬品のネット販売は反対

　自民党が提案、他会派も同調し、一般医薬品のイン

ターネット販売について、責任の所在を明確にすべき

など一定の規制を求めるとした意見書が提案されまし

た。共産党は、ネット販売は安全性の確保という観点

から極めて問題であると考えています。意見書案がネッ

ト販売を認めることを前提にしていることから反対し

ました。

消費税増税中止の

意見書案を他会派が否決

市民の要求実現　総務委員会
鈴木せつ子議員　

市税条例改正　市民の立場で負担減に
　住宅ローン減税が引き続き、H29年4月末

まで延長され、控除限度額も拡大されました。

　合わせて地方税にかかる延滞金が14年ぶ

りに引き下げられます。これは、近年の金利

が低下したことに伴う措置です。

　経済消防委員会
内田りゅうすけ議員　

　委員会では、４月12・13日に起こった茶

凍霜害について議論になりました。今年の新

茶は、一昨年の東日本の地震・原発災害での

風評被害もあり、今年こそは茶の発育も一週

間程早く期待した中での被害でありました。

委員会では、関係者の意向をよく聞いて茶農

家へ支援策の強化をするよう求める意見が相

次ぎました。

　都市建設委員会
山本明久議員　

　山本明久議員は、押切貯留用地購入費が全

額市負担になっていることに対し、法による

特定都市河川の水害対策である以上、国県に

費用分担を求めるよう求めました。また桜橋

橋梁老朽化による鉄板落下事故について、同

類老朽施設の調査と安全対策を求めました。

　厚生委員会
寺尾　昭議員　

　私立保育所保育士の処遇改善のための補正

予算が提案されました。待機児童が増え、保

育所が不足している中、保育士の離職防止と

人員確保を図るのが目的です。正規職員だけ

でなく非常勤、パートなども対象とし、経験

年数に応じて４～ 12％の上乗せをするもの

です。

　来年度以降も継続してこそ効果があると強

く要望をしました。当局からは、引き続き予

算措置が見込まれるとの考えが示されました。

　生活文化環境委員会
西谷ひろ子議員　

　清水斎場建設事業用地の取得（５億6620

万円）が提案されました。現在の場所から山

側の約４haの土地です。新しい斎場建設は

要望されてきたものですが、開発に伴う治水

対策が十分行われるのか、心配する声も聞か

れます。開発の際の治水対策を強く要望しま

した。

就学援助で市教委と懇談（5月9日）

健康友の会の皆さんと懇談（7月8日）

消消消費

就学援助基準引き下げは止めよ
　生活保護基準の引き下げが今年8
月から実施されることに伴い、就学
援助制度の後退の恐れがあります。
　親の所得によって教育の機会均等
が損なわれないよう、生健会と共に
教育委員会と交渉しました。
　また、クラブ活動費、生徒会費な
ども支給対象に加えるよう要請しま
した。

力を合わせ肺炎球菌ワクチンの
助成実現めざす
　健康友の会は、お年寄りの肺炎球
菌ワクチンの助成制度化のため運動
をすすめています。３月議会ではそ
の実現を求め請願を行いましたが、
不採択となりました。（共産党は賛成）
ワクチンの効果は明らかで、それほ
ど多額な予算もかかりません。実現
にはもう一歩のところに来ています。
市議団は市民運動と力を合わせ、実
現を目指すことを表明しました。
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「
家
庭
ご
み
の
減
量
」
は
、
有
料
化
で
な
く

「
分
別
・
資
源
化
」
を
強
め
よ

　

現
在
、
清
水
区
と
葵
・
駿
河
区
で
は
、
家
庭
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
の
取
り

扱
い
が
違
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
清
水
区
で
は
、
ビ
ン
・
缶
の
日

に
行
政
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、
回
収
。
葵
・
駿
河
区
は
、
ス
ー
パ
ー
や
、
公

共
施
設
な
ど
の
拠
点
回
収
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ご
み
袋
に

入
れ
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

　

「
ご
み
減
量
に
取
り
組
む
」
と
い
う
の
な
ら
、
資
源
ご
み
の
回
収
方
法
も
統

一
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
。
当
局
答
弁
は
「
地
域
性
や
、
費
用
対
効
果
を

考
え
る
と
簡
単
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う
も
の
。
本
気
で
ご
み
減
量
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
大
い
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。

　

家
庭
ご
み
は
有
料
化
で
な
く
「
分
別
・
資
源
化
」
の
徹
底
で
こ
そ
実
現
で
き

ま
す
。

　

生
活
保
護
法
改
悪
は
、
保
護
費
削
減
が
目

的
で
、
人
権
侵
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
窓

口
で
相
談
者
に
対
す
る
門
前
払
い
は
止
め
、
申
請
の
意
思
が
確
認
さ
れ
れ
ば
申

請
書
を
交
付
す
る
こ
と
、
親
族

の
扶
養
義
務
を
保
護
の
要
件
と

し
な
い
こ
と
な
ど
を
質
問
で
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
人
員
不
足
、
経
験
不
足
、

非
正
規
職
員
増
員
と
い
う
問
題

を
か
か
え
た
ま
ま
で
す
。
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
で
生
活
保

護
制
度
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

役
員
だ
け
の
説
明
会
だ
け
で
は
な
く
、
き
め
細
か
な
説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
同
時
に
、
説
明
会
に
入
る
に
あ
た
っ
て
は
ご
み
有
料
化
の
方
針
に
つ
い
て

撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

答
弁
に
立
っ
た
環
境
局
長
は
、
説
明
会
は
、
単
位
自
治
会
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
地
域
団
体
も
対
象
に
開
催
し
て
い
き
た
い
。
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
今
す
ぐ
に

家
庭
ご
み
を
有
料
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
有
料
化
以
外
の
方
法
で
、
さ
ら

な
る
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

三
保
街
道
の
拡
幅
に
つ
い
て

　

三
保
松
原
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
問
題
で
国
内
外
で
注
目
を
集
め
て
い
る
中
、
三

保
街
道
か
ら
望
む
富
士
山
の
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
紹
介
。
一
層
の
景
観
を
高
め
る

為
に
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
前
提
と
し
て
、
道
路
の
拡
幅
、
電
線
の
地
中
化
を
求

め
ま
し
た
。
都
市
局
長
は
、
現
在
駒
越

交
差
点
か
ら
、
折
戸
西
団
地
ま
で
の
延

長
約
740
ｍ
の
区
間
に
お
い
て
車
道
の
４

車
線
化
と
自
転
車
歩
行
者
道
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。
無
電
線
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
事
業
化
中
の
工
区
か
ら
三
保
真
崎

方
面
に
向
か
っ
て
、
ほ
ぼ
正
面
に
富
士

山
が
望
め
る
為
、
静
岡
県
や
電
線
管
理

者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
議

調
整
を
進
め
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

内田りゅうすけ 議員

西谷ひろ子 議員 鈴木せつ子 議員

くらし・福祉５氏が総括質問

三保の松原は、富士山との関係性が深く、構成資産

に相応しいと評価され、世界文化遺産として登録さ

れました。
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元
気
臨
時
交
付
金
の
活
用

　

今
年
２
月
の
安
倍
政
権
に
よ
る
大
型
補
正
予

算
に
よ
っ
て
、
静
岡
市
も
25
年
度
に
予
定
し
て

い
た
公
共
事
業
の
う
ち
70
億
円
以
上
を
前
倒

し
、
そ
の
財
源
の
約
半
分
を
補
正
予
算
債
（
市

の
借
金
）
で
充
て
、
さ
ら
に
26
年
度
か
ら
25
年

度
に
前
倒
し
し
た
事
業
に
、
約
30
億
円
の
元
気

臨
時
交
付
金
が
市
に
来
ま
す
。

　

山
本
明
久
議
員
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
予

定
し
て
い
た
一
般
財
源
が
他
の
ソ
フ
ト
事
業
に

も
回
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
分
を
切
実
な

市
民
要
求
に
振
り
替
え
よ
、
と
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
市
は
、
借
金
返
済
に
充
て
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
行
革
の
名

で
市
民
負
担
増
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
廃
止
な
ど
を
す
す
め
、

切
実
な
市
民
要
求
に
た
い
し
て

「
財
源
が
な
い
」
と
い
う
態
度
で

し
た
。

　

市
民
の
た
め
に
、
財
源
を
生

み
出
す
提
案
を
党
市
議
団
は
こ

れ
か
ら
も
強
め
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
の
後
退
は
、
く
い
止
め
よ

　

生
活
保
護
受
給
者
は
216
万
人
を
超
え
、
背
景
に
は
社
会
保
障
の
改
悪
、
年
金

引
き
下
げ
な
ど
貧
困
の
深
刻
化
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
政
府
は
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
を
８
月
か
ら
強
行
し
、
影
響
は
被
保
護
世

帯
だ
け
で
な
く
、
広
範
な
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
諸
制
度
に
も
連
動
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
も
そ
の
一
つ
で
、
子
ど
も
た
ち

が
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
の

裁
量
で
、
制
度
後
退
を
食
い
止
め
よ
と
迫
り

ま
し
た
。

生
活
保
護
法
改
悪
は
、
保
護
費
削
減
が
目

ご
み
有
料
化
撤
回
を
求
め
る

　

静
岡
市
が
進
め
て
き
た
家
庭
ご
み
有
料
化
の
方
針
に
つ
い
て
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

市
が
現
在
進
め
て
い
る
自
治
会
へ
の
「
ご
み
減
量
具
体
化
説
明
会
」
に
つ
い
て
一
部

日
本
平
動
物
園
の
渋
滞
抜
本
解
決
を

　

日
本
平
動
物
園
が
一
連
の
施
設
整
備
を
終
わ
り
、
４
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
市
民
の
関
心
も
高
ま
り
来
園
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
週
末
、
連
休
な
ど
は
付
近
の
道
路
は
大
渋
滞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

周
辺
の
居
住
者
、
茶
農
家
、
通
過
車
両
な
ど
が
こ
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
入
場
道
路
の
立
体
化
、
駐
車
料
金
の
後
払
い
制

な
ど
、
い
く
つ
か
の
対
策
を
と
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

地
元
自
治
会
を
含
む
関
係
者
に
よ
る
検
討
を
進
め
る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
道
路
の

拡
幅
に
よ
る
車
線
増
、
バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
提
案

し
ま
し
た
。

東
名
新
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は

課
題
解
決
を
急
げ

　

東
名
高
速
新
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。
４
年
後
に
は
開
通
予

定
と
の
こ
と
で
す
。
現
状
を
見
る
と
は
た
し
て
実
現
可
能
か
、
大
谷
・
小
鹿
ま
ち
づ

く
り
と
の
整
合
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
１
日
の
利

用
台
数
を
１
２
，
０
０
０
台
と
予
想
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
出
入
口
は

南
側
の
み
で
す
。
駿
河
区
の
住
民
で
も

使
い
勝
手
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題

解
決
の
た
め
引
き
続
き
取
り
組
む
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
課
題
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
会
の
後
に
「
本

当
に
必
要
か
」
と
の
つ
ぶ
や
き
も
聞
こ

え
ま
し
た
。

山本明久 議員

寺尾　昭 議員

を守る積極的提案を示す
　

共
産
党
市
議
団
は
、
５
人
全
員
が
市
政
課
題
で
本
会
議
で
の
質
問
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。


